












要約:小児成人病予防に関する健康教育の効果を検討するため、介入研究を計画した。介

入研究の対象を決め、その中から単純無作為割り付け方法により、介入群、非介入群を選

ぶ。研究の実施上、インフォームド・コンセントを必ずとる。各群の標本数は研究目標の

レベルにより異なるが男女とも約 300から 400人程度であった。また、追跡不能者を少な

くするために、追跡管理システムの確立が必要である。


